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平成22年度かほく市社会福祉協議会

室蚕商務陀事宮
平成221f-t笠もたくさんのみなさまにご幽力を制り 附くお礼巾し上げます.

また、町会長 区民さまをはじめ句会n募集にあたりご協力いただきました関係者のみ怠さまに、

心から附くお礼巾し上げます.今'l'l!rも引き続き‘弘ども祉協の活動 会員会費の鍾旨に何とぞ
ご伎問いただき、紛別のご協力をいただきますよう よろしくお願い巾し』げます.

平成2'" 虚実/I

.会費総額

2 ，270千円

.活用用途(単位千円j

一般会費(市民会員) 2 ， 158千円

特別会費〈有志の方曲名) 112千円

,220,
地域福祉活動

社会福祉大会

各種研修会

小池峰福祉権進・2鹿
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動r~介醤l立高齢者の方も障害者の方もご利用いただけます.

地岐に似ざしたサービス槌供を目線に "働者の方々ヘホームヘルパーがお

宅へお伺いし.安心して生訴していただけるお手伝いを行います.また 身体

等に附省のある方々には自立支般のためのお手伝いを行います.

E草草羽 " 邸mill

j~~ir~~I~ 遺書留路
験問介IIサービスはか!まく市社箇におまかせ〈ださい.

-お問い合わせ TEL(076)285-2883FAX(076)285-2885

仁ι一一三 ~で町市計官立=ー~ぞ土 ..

よぞ皇 E韮奉璽盤 ~~1 掻訟指宰活動情報一

CD ンティア活動班点 E
(財}石川県県民ボランティアセンターでは、ボランティア活動支慢のためのパス迎行を

行っております.多加を希盟する 1;I;UJ'jjij の登録が必要となっておりますので.石川弘叫 5

民ボランティアセンターまでご磯路〈ださい. 8 076-223-9558

ホームページ h Ill):llwww.l)rer.ishik 山川 Ig.jl)/kc ・1111 in/salga11¥'01.11ttill

現圏 ..理』園

加a
全国社会制祉凶舗会のホームページにて.沿!;lflll災 計ボランテ

ィアセンターのボランティアの募!l!状祝がぬ織されています.

ホームページhllp:I!\\'帆 w.saigili、 C.con・/

[・ボランティ7活動保障 E

[・ボランティアの耳集状況 E

地銀{余鍵)に超凶する~J'般によるケガは「天災タイプ』で怠ければ樋慣できません.

すでに島本タイプに加入している方でも、 『天災タイプ』への加入が必躍です.その際の
補慨は いずれかー口のみとなります 〈※政射線照射または般射能汚染によるケガは補

償の対aとなりません)また 被災槍のII相を少しでも桜減させるため 原則として住住

胞(または!日発泡}等の社会福惟凶調会での加入をお願い設します.これにより、出発地

からの補償が制保されます.

問い合わせ先 S076-285-8885(かほ〈市社会制祉協鴻会ボランティアセンター)
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